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８．年末調整処理還元データについて 
年末調整本処理をすると、PROSRV に年末調整処理に関するデータを還元いたします。 

 

１．「年末調整明細表本処理結果」 

 PROSRV より「D18 最新・年末調整明細表本処理結果」「D19 履歴・年末調整明

細表本処理結果」データを出力し、年末調整結果の確認ができます。 

「在職者」と「支給のあった退職者」を出力します。 

年末調整の処理結果を計算手順にそって表示していますので、参考データとしてご利

用ください。 

 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「データ出力」「ファイル作成指示」 

 

①「標準提供パターン表示」にチェック 

②「D18 最新・年末調整明細表本処理結果」「D19 履歴・年末調整明細表本処理結

果」にチェック 

③「作成」ボタンを押下 

          ↓ 
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・「D18 最新・年末調整明細表本処理結果」 

今年の年末調整処理終了後、今年分のみ出力可能です。 

再年末調整処理をした場合、再年末調整処理対象者のみが出力されます。 

   

・「D19 履歴・年末調整明細表本処理結果」 

過去の年調整結果を全て出力可能です。 

    標準提供パターンを複製し、以下条件を設定して出力すると 20XX 年の全件が出力さ 

れます。 

・対象年度 ～と等しい（=）20XX 

 

※「年末調整明細総括表」（ご契約のあるお客様のみ出力可能） 

「年末調整明細表本処理結果」のうち金額情報を、年末調整者、非年調者、退職者毎に

集計しています。DCS 独自の年末調整結果資料です。参考データとしてご利用くださ

い。 

 

『その他』⇒『電子帳票メニュー』－「電子帳票」「帳票ダウンロード」 

                   ↓ 
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２．「給与所得に対する源泉徴収簿」 

PROSRV より「源泉徴収簿」PDF データの出力ができます。 

仮処理結果からは、出力できません。 

１年間の支給金額と年末調整の結果と年調時の人事情報を表示しています。 

 
『その他』⇒『外部出力メニュー』－「固定帳票出力」「帳票出力指示」 

 

                 ↓ 
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３．「源泉徴収票」 

PROSRV より、従業員様配付用のⒶ受給者交付用、Ⓑ税務署提出用の「源泉徴収

票」PDF データの出力ができます。（12 月 21 日リリース予定、リリース前はⒶ受給者

交付用のみ社員番号順で出力可能） 

Web 源泉徴収票をご利用の従業員様は、従業員様ご自身で Web 源泉徴収票をご覧にな

ることができます。Web 源泉徴収票をご利用でない従業員様は、管理者様にて「源泉

徴収票」を出力・印刷し、従業員様に配付してください。 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「固定帳票出力」「帳票出力指示」 

 

※対象情報：本処理／仮処理の場合 

  

①出力条件 

処理対象：「本処理」 

本処理結果からⒶ受給者交付用１枚とⒷ税務署提出用１枚を出力      

「仮処理」 

最新の仮処理結果からⒶ受給者交付用１枚とⒷ税務署提出用１枚を出力 

 対象年度：20XX(西暦)入力（処理対象：「本処理」を選択した場合のみ選択） 

処理区分：「年末調整」（再年末調整処理をご利用の方は「再年末調整」を選択） 

 税表区分：「全件」（全員分出力） 

 金額  ：「年間累計あり」（支払金額、源泉徴収金額、社会保険料等の金額の 

いずれかに金額がある場合） 

 

①

 

 

② 

 

③ 

 

 

省略 

※ 
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②対象者：「社員番号」「所属コード」 

半角カンマ区切りで対象者を複数指定も可能 

例）社員番号 6桁の場合（000001,000002,・・・,000170） 

     「全件」 

③「作成」ボタンを押下 

 

 

※対象情報：送付用（本処理）の場合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①出力条件 

処理対象：「送付用（本処理）」 

従業員様へ送付するⒶ受給者交付用２枚を出力 

処理区分：「年末調整」（再年末調整処理をご利用の方は「再年末調整」を選択） 

支給年月日：年末調整を実施した支給年月日 

 

②対象者：「社員番号」「所属コード」 

半角カンマ区切りで対象者を複数指定 

例）社員番号 6桁の場合（000001,000002,・・・,000170） 

     「全件」 

「Web明細利用者以外（紙対象者）」 

本処理時に「明細配信区分」（『人事管理』『人事』「人事基本情報」） 

「0：使用しない」に登録している従業員 

 

③出力帳票種類 

処理対象：「送付用（本処理）」かつ、出力帳票種類：「宛名有」を選択した場合に  

宛名用紙（次頁参照）が出力されますので、両面印刷後三つ折りし、窓つき封筒 

（お客様にてご用意ください）に封入後、従業員様に配付するなどしてご利用ください。 

 

④「作成」ボタンを押下 

 

 

 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

④ 

※ 
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＜「源泉徴収票」サンプル＞ 

※対象情報：本処理／仮処理の場合 

左側：Ⓐ受給者交付用１枚        右側：Ⓑ税務署提出用１枚 

※マイナンバー印字されません 

 

 

 

※左側は、受給者交付用となります。 

右側を、税務署提出用として税務署へご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナンバー欄にマイナンバーを追記して、 

税務署にご提出いただけます。 
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※対象情報：送付用（本処理）かつ、出力帳票種類：「宛名有」の場合 

表：宛名用紙 

 

裏：左側：Ⓐ受給者交付用１枚      右側：Ⓐ受給者交付用１枚  

※マイナンバーは印字されません 
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＜「源泉徴収票」出力順＞ 

お客様番号、会社番号、源泉コード、税務署ＳＥＱ順（※）、社員番号となり 

指定することはできません。 

  （12 月 21 日リリース予定、リリース前は社員番号順になります） 

 

（※）税務署ＳＥＱ順 

「１０．年末調整処理結果データの外部出力」より出力した Excel ファイルの 

ＩＪ列「税務署ＳＥＱ」がＡ～Ｊ（４．「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計

表（転記用）」「源泉徴収票を提出するもの」）までの方が、税務署提出対象者とな

ります。（Ｋ～Ｑは提出対象外者） 

 

                       提出対象者 税務署 SEQ 
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 ＜紙帳票印刷オプションをご利用のお客様＞ 

在職者と当月退職者（退職即支給停止チェックなし）に、年末調整本処理後に「源泉

徴収票」（受給者交付用）袋式タイプをお届けいたします。 

（既退職者は対象外となります） 

  ※マイナンバーは印字されません。 
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＜「源泉徴収票」印字例＞ 

   マイナンバー欄はブランクとなり、マイナンバーの印字はされません。 

   必要に応じて、お客様にてマイナンバーをご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※税務署提出用の「源泉徴収票」（マイナンバー付き）は、「１２．「源泉徴収票」「給与支

払報告書」マイナンバー付の出力方法」にて出力可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少扶養親族の方の名前 

控除対象扶養親族・特定親族の方の名前 

＜摘要欄＞ 

・（源泉・特別）控除対象配偶者を除く障害者控除のみを受けた同一生計配偶者は摘要欄に「三菱

花子（同配）」と印字 （配偶者控除・配偶者特別控除はなし） 

・所得金額調整控除を受けた他の所得者が控除を受ける扶養親族等は摘要欄に、 

「三菱太郎（調整）」と印字 

・退職所得を有することにより住民税のみ控除をうける扶養親族等は摘要欄に、 

「（退）三菱 次郎（扶養親族 平０２．０２．２３（０２）４８００００円）ひとり親」と印字   

※配偶者もしくは扶養親族と印字、非居住者は（非居住者）（０１）（０２）（０３）（０４）の

いずれかを印字、ひとり親・寡婦は対象者のみ印字 

１） （源泉・特別）控除対象配偶者の方の名前（配偶者控除・配偶者特別控除あり） 
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４．「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表（転記用）」 

PROSRV より「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表（転記用）」PDF データ 

の出力ができます。 

「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」への転記用資料としてご利用ください。 

 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「固定帳票出力」「帳票出力指示」 

 

                     ↓ 

 

※「源泉徴収票を提出するもの」の対象者の内訳は、次頁「５．「源泉徴収票を提出するも

の」の確認」で確認できます。 

 

※ 
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５．「源泉徴収票を提出するもの」の確認 

PROSRV より「１０．年末調整処理結果データの外部出力」にて Excel ファイルを出

力することで、税務署へ「源泉徴収票」を提出すべき対象者の内訳が確認可能です。  

「１０．年末調整処理結果データの外部出力」より出力した Excel ファイルのＩＪ列「税

務署ＳＥＱ」がＡ～Ｊまでの方が、税務署提出対象者（Ｋ～Ｑは提出対象外者）となり

ます。 

                       提出対象者 税務署 SEQ 
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６．「所得税確認リスト」 

PROSRV より「所得税確認リスト」Excel ファイルの出力ができます。 

対象月の所得税額を確認するためデータとしてご利用ください。 

 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「固定帳票出力」「帳票出力指示」 

  ①集計元…帳票作成時に使用する集計単位を選択  

「雇用形態」「月日給区分」等 

 

②税表区分…甲欄乙欄 ： 税表区分「A,B,C（甲欄）、D,E（乙欄）」 

 丙欄   ： 税表区分「F（丙欄）」 

 全件   ： 税表区分「G(0%累計なし)」「H(0%累計あり)」以外 

           ↓ 

① 

② 

① ③ 
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③「所得税確認リスト」出力対象者  

課税対象額＞0  または 所得税額≠0 の方 

処理種別ごとに選択した①集計単位で出力されます。 

 ・人員    … 対象者の合計人数 

 ・課税対象額 … 579 当月課税対象額 

 ・所得税額  … 576 所得税・計算 ＋ 540 所得税・調整 

 

※税表区分を「全件」を選択し出力しても、「G(0%累計なし)」「H(0%累計あり)」の方は

対象外となり、人数や課税対象額に含まれません。 

 

※12 月の給与で年末調整をした場合、「所得税徴収高計算書（納付書）」の「報酬・給与等」

の「税額」欄には、年末調整をした方は記載しなくても問題ありません。 

 年末調整をしていない方の所得税のみ記載ください。 
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７．「給与支払報告書」 

PROSRV より、市区町村提出用の「給与支払報告書」PDF データの出力ができま

す。（12 月 21 日リリース予定） 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「固定帳票出力」「帳票出力指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①出力条件 

処理対象：「本処理」 

本処理結果からⒶ会社控え１枚とⒷ市区町村提出用１枚を出力 

    「仮処理」 

最新の仮処理結果からⒶ会社控え１枚とⒷ市区町村提出用１枚を出力 

 対象年度：20XX(西暦)入力 （処理対象：「本処理」を選択した場合） 

処理区分：「年末調整」（再年末調整処理をご利用の方は「再年末調整」を選択） 

対象者：「社員番号」「所属コード」 

半角カンマ区切りで対象者を複数指定 

例）社員番号 6桁の場合（000001,000002,・・・,000170） 

     「全件」（支払金額、源泉徴収金額、社会保険料等の金額のいずれかに 

金額がある方） 

②「作成」ボタンを押下 

 

 

① 

 

 

 

② 

※2025 年度分以降のみ出力可能 
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＜「給与支払報告書」サンプル＞ 

 

 

左側：Ⓐ会社控え１枚            右側：Ⓑ市区町村提出用１枚  

 

※マイナンバーは印字されません。 

 

 

 

 

※左側は、会社控えとなります。 

右側を、市区町村提出用として各市区町村へご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 「地方税コード―市区町村コード」を印字 

マイナンバー欄にマイナンバーを追記して、 

市区町村にご提出いただけます。 
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＜「給与支払報告書」出力順＞ 

お客様番号、会社番号、地方税コード、市区町村コード、普通徴収希望順（※）、社員

番号となり、指定することはできません。 

 

（※）普通徴収希望順 

  『給与計算』⇒「給与」－「年末調整」「普通徴収希望」 
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＜「給与支払報告書」印字例＞ 

  マイナンバー欄はブランクとなり、マイナンバーの印字はされません。 

  必要に応じて、お客様にてマイナンバーをご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市区町村提出用の「給与支払報告書」（マイナンバー付き）は、「１２．「源泉徴収票」

「給与支払報告書」マイナンバー付の出力方法」にて出力可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 年少扶養親族の方の名前 

普通徴収希望の旨印字あり 

４） 控除対象扶養親族・特定親族の方の名前 

・（源泉・特別）控除対象配偶者を除く障害者控除のみを受けた同一生計配偶者は摘要欄に「三菱花子

（同配）」と印字 （配偶者控除・配偶者特別控除はなし） 

・所得金額調整控除を受けた他の所得者が控除を受ける扶養親族等は摘要欄に、 

「三菱太郎（調整）」と印字 

・退職所得を有することにより住民税のみ控除をうける扶養親族等は摘要欄に、 

「（退）三菱 次郎（扶養親族 １９９０／０２／２３生（０２）４８００００円）ひとり親」と印字   

※配偶者もしくは扶養親族と印字、非居住者は（非居住者）（０１）（０２）（０３）（０４）のいずれ

かを印字、ひとり親・寡婦は対象者のみ印字  

（源泉・特別）控除対象配偶者の方の名前（配偶者控除・配偶者特別控除あり） 
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８．「市区町村別受給者一覧チェックリスト」 

 PROSRV より「D28 市区町村別受給者チェックリスト」データを出力すると、 

市区町村別に「給与支払報告書」を送付する従業員を出力します。 

  「給与支払報告書」を提出される際の参考データとしてご利用ください。 

 

『その他』⇒『外部出力メニュー』－「データ出力」「ファイル作成指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「標準提供パターン表示」にチェック 

②「D28 市区町村別受給者チェックリスト」にチェック 

③「作成」ボタンを押下 

                  ↓ 

 

 

※市区町村順にするなどして、「給与支払報告書」を提出する際にご参考にしてください。 

 

 

 

 

省略 

※ 
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９．「給与支払報告書（総括表）」 

１０．「普通徴収切替理由書（兼仕切紙）」 

１１．「市区町村宛名ラベル」 

  ペーパレス化に伴い、サービスを終了しました。 

  「給与支払報告書」を紙で各市区町村にご提出されるお客様は、お客様にてご用意 

ください。 

 

 

（ご参考） 

  ・地方公共団体情報システム機構 「地方公共団体コード住所」 

お客様にて住所等があっているかご確認の上、ご利用ください。 

     https://www.j-lis.go.jp/spd/code-address/jititai-code.html 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


